
第８回木曽川下流水防災協議会

～令和３年度の取り組みと今後の取り組み～

資料ー４



・防災行政無線の親局設備の改修（2-B)

海津市の取り組み事例

令和３年度

2

令和４年度以降

高潮VR体験

パネル展示

親局のシステムを更新。さらに、
音声自動生成装置、自動配信装置
を導入。放送内容のテキスト入力
というワンオペレーションで、音
声を自動生成して放送し、同時に、
メールとアプリに自動配信するこ
とが可能になった。

若い世代から防災意識高揚を
図るため、中学生を対象に
ジュニア防災士養成講座を開
催。簡易トイレの使い方等、
実践的な内容で防災を学んだ。

・ジュニア防災リーダー養成講座の開催（2-G)

・総合防災マップの作製・配布（2-A)

長良川、揖斐川の他に12の中小
河川の洪水ハザードマップ、土
砂災害ハザードマップ、地震に
よる液状化マップ、揺れやすさ
マップなど、すべてのハザード
を網羅した総合防災マップを作
製し、全戸配布する。 前回作成物

・防災協力パートナー登録制度（仮称）の創設（1-J）

平時の訓練や災害発生時の支援に協力していただけ
る団体や事業所を登録する制度を創設。一時避難先
の確保や避難の支援等が期待できる。

市役所

・社会福祉協議会と協働で避難所開設訓練を実施（2-G）

地区の社会福祉協議会と自主防災組織、市が協働で
避難所開設訓練を実施。要配慮者の逃げ遅れを防ぐ
ことや住民主体による避難所の開設と運営を目指す。
R4は、2か所で実施予定。

・避難情報の改正に対応したリーフレットの配布（2-D)

災害対策基本法改正による避
難情報の新たな発表方法につ
いて、分かりやすく解説した
防災リーフレットを作成し、
全戸配布した。



令和３年度に浸水津波・高潮・洪水の

愛西市の取り組み事例

令和３年度

3

令和４年度以降

・あいさい市民防災講演会

▲講演会の様子

「地域を自らの力で災害に強くしていくために」
というテーマで、愛西市防災ハンドブックの監修
者である、名古屋大学減災連携研究センターの新
井伸夫特任教授を講師として迎え、講演会を実施

 実施日：令和３年１０月２２日
 実施場所：愛西市文化会館ホール
 参加者：自主防災会長、総代、市民等

・高潮ハザードマップの活用

▲防災ぎゃらりー

令和４年４月に市内全世帯へ配布したほか、防
災ぎゃらりーや市のホームページでお知らせして
います。
今後は、高潮災害をはじめとする各種の災害の
発生に備え、広域避難やマイ・タイムライン作成
の必要性などを出前講座などの機会を通じて周
知・啓発していく



・防災講演会（Web実施）の実施（2-E)

津島市の取り組み事例

令和３年度

4

令和４年度以降

高潮VR体験

パネル展示

市が市民に対して津島市の地理的特性に伴う洪
水災害や津波災害についての説明、防災事業に
ついての紹介を行った後、名古屋大学教授によ
る講演を実施

・防災教室の開催（2-E)

令和３年３月にオープンした自助・共助防災学
習センターの活性化及び市民の防災意識向上を
図るため、９月より毎月１回の防災教室を開催
する。

・防災映像の作成（2-E)

ハザードマップの見方やマイ・タイムラインの
作り方等を映像として作成し、CATVで放映する
ことで市民の防災意識向上を図った。 ・津島市総合防災訓練の実施（2-G)

コロナ禍により令和２年・３年と中止になって
いた津島市総合防災訓練を市内３小学校区で実
施する。



令和３年度に浸水津波・高潮・洪水の

・ハザードマップ作成（2-A)

弥富市の取り組み事例

令和３年度

5

令和４年度以降

高潮VR体験

・大規模台風による高潮・洪水からの広域避難を実

現するための取り組み（1-G)

令和３年１月に愛知学院大学
と「浸水時における広域避難
に関する協定」を締結した。
今年度は市有バスを利用し、
愛知学院大学への広域避難訓
練を実施予定

・防災講座の実施（2-E)

洪水のハザードマップについては令和3年9月に全
戸配布。浸水津波、高潮のハザードマップついて
は、令和4年5月に全戸配布

新型コロナウイルス
感染症対策をふまえ
た出前講座を実施
（３密回避等、感染
症対策ができる環境
でのみ開催）

・実施場所：地区公民館、高校
・実施日：令和３年 ６月１１日

令和３年 ９月２９日（中止）
令和３年１１月 ５日
令和３年１１月 ８日
令和３年１１月１４日
令和３年１１月２６日
令和３年１２月 ５日
令和３年１２月１２日
令和３年１２月１４日
令和３年１２月１５日
令和４年 ２月１８日（中止）

・参加者：
自主防災会、地区役員、消防団、高校生

・防災ワークショップの実施（2-E)

「避難所運営」をテーマに防
災ワークショップを学区ごと
に開催し、地域住民の意識の
向上を図る



蟹江町の取り組み事例

令和３年度
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１１１１１

令和４年度以降

パネル展示

令和３年１１月、新たな想定
による高潮ハザードマップを
作成、全戸配布

・防災教育の支援（2-F)

小学生の防災教育を支援
（Ｒ4.5.11新蟹江小学校３年生）

・広報誌による特集（2-D)

令和３年８月号「命を守る防災」を特集、全戸配布

・高潮ハザードマップの作成

（2-A)

・リーフレットの活用（2-D)

令和３年６月、内閣
府作成のリーフレッ
トの全戸配布により、
新たな避難情報、事
前の立退き避難等の
啓発を実施

⇐ シェイクアウト訓練

感染対策のため換気、
対人距離を考慮

・防災学習会の支援

（2-E) ↓

民生委員の防災教育を支援
（Ｒ4.5.11）

・防災学習会の支援（2-E)

6月30日 蟹江小学校職員及びＰＴＡ役員

7月19日 新蟹江小学校職員

・蟹江町地域防災訓練（2-G） 8月28日 町内全域

・蟹江町職域防災訓練（2-G） 9月 1日 町内事業所



・自主防災研修会の開催（2-E,2-G

)

飛島村の取り組み事例

令和３年度
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令和４年度以降

高潮VR体験

避難情報に関するガイドラインや避難対象地域
等の説明を実施

・新規避難所建設（1-K)

令和４年７月に新
たに梅之郷地区に
避難所が竣工

・高潮ハザードマップの作成（2-A)

愛知県が公表した高潮浸水想定を基に、高潮
ハザードマップを作成

スマートフォン等を活用
した「防災アプリケー
ション」を導入すること
で、防災情報の伝達手段
を増やし、音声だけでな
く、文字や地図を使った
情報の提供が可能となる。

・防災アプリケーションの導入（2-B)

・自主防災研修会の開催（2-E、2-G)



桑名市の取り組み事例

令和３年度
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令和４年度以降

パネル展示

「風水害時」「震災時」各々の

浸水想定区域を市域全体図にて

視覚的にわかりやすく表示した

ほか、河川ごとの洪水ハザード

マップなどを掲載

Ａ４フルカラー 40ページの

冊子形式として７万部作成し、

全戸配布

・広域避難訓練の実施（２－Ｇ）

浸水想定区域である精義地区の

住民がバスやタクシーを利用し

て高台の七和地区へ避難する、

市内における「広域避難訓練」

を実施

・緊急防災ラジオの導入（5-D）

主にスマートフォンなどの情報

収集機器を持たない高齢者等を

対象に、FM電波を利用した緊急

防災ラジオを新たに導入する

・桑名市水防訓練の実施（3-B）

令和4年5月22日、3年ぶりに消防団員や市職員な
ど約400人により桑名市水防訓練を実施
市内で洪水が発生したことを想定し、釜段工・月
の輪工・積み土のう工といった工法の訓練を実施
来年度以降も実施する予定

・「桑名市防災マップ－命を守る道しるべ－」の

発行・配布（2-A）



・タイムラインの策定(1-C)

木曽岬町の取組事例

令和３年度

9

令和４年度以降

出水期前に全職員対象にタイムラインに沿った
訓練を実施

・避難に関する訓練（2-G)

毎年、9月第1日曜日に。防災意識の向上を図り、
自助・共助力を高める。今年度は、官民連携し
て防災の普及・啓発の講演会や展示

・避難に資する設備等の整備状況（1-K)

防災IT化を図るため、防災行政無線の親卓を更
新し、緊急速報メールと配信メールを一括配信
できる情報連携システムを整備

・避難に関する教育（2-F)

小学校で伊勢湾台風の教訓
中学校で地震・津波災害の
防災教育を実施

・避難に関する訓練（2-G)

自主防災会との勉強・研修会やコロナ感染症対策
による避難所運営アセスメント訓練を実施

・住民等への情報伝達（2-C)

広報きそさき6月号に出水期前に災害時等の情報
伝達ツールを掲載

（水位カメラ・配信メール・停電情報）

※令和3年度の取り組み（1-C・2-F・2-G)は継続



・防災講座の実施（2-E)

木曽川下流河川事務所の取り組み事例

令和３年度 令和４年度以降

児童・生徒が高潮浸水体験映像を通じ浸水被害を
疑似体験するとともに、過去の災害から学び、自
分達の暮らしている地域を知り、
そして災害の備えや迅速な避難
の大切さを学習するための防災
講座を実施（令和3年11月）

高潮VR体験

パネル展示

・堤防整備事業（5-A)

堤防の高さ及び断面が不
足しているため、堤防整
備を実施する

・流域タイムラインの作成（1-C)

流域タイムライン及び他機関連携
型タイムラインの作成を行う
（令和５年度出水期からの運用）

・水防演習の実施（4-B)
令和５年５月中旬～下旬（予定）
に、木曽三川連合総合水防演習
（仮称）を実施予定

・重要水防箇所合同巡視（3-D)

木曽川下流域の水防活動を円滑に実施するため、
令和３年６月に木曽川下流域の自治体及び消防団
の皆様と合同で重要水防箇所の河川巡視を実施

・洪水予測の高度化（3-A)

精度の向上を図り、６時間先～数
時間先の水位予測情報を提供する

洪水予報では、3時間先まで
の水位予測情報を提供

国管理の洪水予報河川では、

洪水予報の発表の際に、３時間

令和３年の出水期から、すべての
国管理の洪水予報河川で、水位予測

に観測水位を同化させ精度の向上を

図った予測モデルに基づき、６時間

洪水予報で6時間先までの
水位予測情報を提供

Before After

数日先の氾濫の可能性の提供
（長時間先の水位予測）

現在、６時間先まで提供している水位予
測情報について、不確実性の高い長時間
先の水位予測を複数のケースにより幅を
もって示すことで、数日先の氾濫の可能性
の情報を提供し、防災対応の準備のほか、
特にリードタイムが必要となる広域避難等

の判断を支援。

先までの水位予測情報を提供。

６時間先までの水位予測情報の提供（イメージ）

先までの水位予測情報を提供し

ているところ。

３時間先までの水位予測情報の提供（イメージ）

水系・流域が一体となった
洪水予測情報の提供

一級水系では国が中心となり、水系・流域が
一体となった洪水予測を行うことで、予測精度

の向上のほか、新たに支川等の予測情報を提供

することで防災対応や避難を支援。

３時間後までの予測では、氾濫危険水
位の超過が見通せないケース。

実装済

流域一体で予測

氾濫警戒情報【警戒レベル３相当】の発表を早めることで、
高齢者等の避難のリードタイムをさらに確保！

・高速道路からの資材搬入訓練（3-C)

木曽三川下流部で広域的な浸水被害が発生した場
合を想定し、伊勢湾岸自動車道か
ら揖斐川の河川堤防へクレーンを
用いて資材を搬入する訓練を実施
（令和３年７月）

資材搬入訓練

・DX技術を活用した実動訓練（3-B）
関係機関が連携し、コロナ禍において人と人との
接触を極力避けた上で省力化を
図り、被災箇所の迅速な把握や
復旧の早期実施に向けた実働訓
練を実施（令和３年５月）

10

Car-SATによるドローン映像の共有

桑名市立伊曽島小学校

肱江川堤防整備事業の事例（R3継続工事）
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